
祗
園
会
と
渡
来
懸
装
染
織
品

吉

田

孝

次

郎

祗園会 と渡来懸装染織品

は
じ

め
に

現
在
の
祗
園
祭
は
、
八
坂
神
社
と
そ
れ
に
奉
仕
す
る
宮
本
講
社
が
舁
ぎ
出
す

ツ
ル
メ
ソ

三
基
の
神
輿
、
鎧
武
者
の
絃
召
、
久
世
村

の
駒
形
稚
児
か
ら
な
る
神
幸
祭

(七

月
十
七
日
)
お
よ
び
還
幸
祭

(七
月
二
十
四
日
)
に
加
え
て
、
氏
子
町
よ
り
出

す
三
十
二
基

の
山
鉾
巡
行
・
(七
月
十
七
日
)
を
総
称
し
て
い
る
。

山
鉾
の
工
芸
美
は
、
質
、
量
、
品
種

に
お
い
て
充
実
し
、
世
界

の
至
宝
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
特

に
山
鉾
町
に
遺
存
す
る
懸
装
染
織
品
は
、
近
世
染

織
美
術
史
を
通
観
し
得
る
内
容
を
そ
な
え
、
中
国
大
陸
文
化
圏
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
印
度
、
中
近
東
、
大
航
海
時
代
以
降
の
欧
州

の
染
織
品
多
数
を
今
も
使

い
続
け
、
山
鉾
風
流
の
面
白
さ
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
。
こ
の
懸
装
染
織
品
は
、

南
北
朝
期
に
出
現
し
た
山
鉾
風
流
に
伴

っ
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時

よ
り
室
町
時
代
後
期
に
い
た
る
も
の
は
遺

存
し
て
い
な
い
が
、
室
町
時
代
末
期

よ
り
桃
山
江
戸
初
期
に
お
よ
ぶ
間
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
保
昌
山
の
八

仙
人
図
旧
見
送
り

(現
軸
装
)
と
役
行
者
山
の
安
楽
庵
裂

(現
面
袋
)
が
あ
り
、

近
年
、
欧
米
の
染
織
美
術
史
研
究
者
が
注
目
し
は
じ
め
た
、
中
国
系
絨
毯
類
な

ら
び

に
朝
鮮
綴
の
伝
承
名
を
も

つ
毛
織
敷
物
の

一
群
が
、
こ
の
山
鉾
町
に
の
み

遺
存
し
、
現
在
も
そ
の

一
部
を
祭
事
に
使
い
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
注

目
す
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
八
坂
神
社
の
本
源
的
祭
神
の
性
格
と
、
祗
園
御
霊
会
に
言

及
し
な
が
ら
、
山
鉾
の
初
期
の
姿
に
つ
い
て
絵
画
資
料
を
も
と
に
考
え
て
み
た

い
。
特
に
室
町
時
代
後
末
期
か
ら
江
戸
前
期
に
い
た
る
洛
中
洛
外
図
を
は
じ
め
、

祗
園
祭
礼
図
に
描
か
れ
た
祗
園
会
の
情
景
か
ら
懸
装
品
の
姿
を
推
定
す
る
作
業

と
併
せ
て
、
現
存
す
る
中
国
系
絨
毯
お
よ
び
朝
鮮
綴
と
の
同
定
を
試
み
、
・中
世

末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
山
鉾
懸
装
品
の
実
体
を
考
察
す
る
。
そ
れ
以

後

に
つ
い
て
は
、
十
七
世
紀
末
あ
る
い
は
十
八
世
紀
初
期
よ
り
記
録
の
始
ま
る
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山
鉾
町
町
有
文
書
お
よ
び
宝
暦
七
年
刊
の
祗
園
御
霊
会
細
記
に
記
載
さ
れ
て
い

る
懸
装
染
織
品
を
照
合
し
て
、
懸
装
品
の
種
目
別

一
覧
表
を
作
製
し
、

ひ
と
ま

ず
識
者
の
参
考
に
供
し
、
詳
述
は
別
の
機
会
を
ま
ち
た
い
。

一

龍
神

八
坂
神
社
は
も
と
も
と
祗
園
牛
頭
天
王
社
あ
る
い
は
祗
園
感
神
院
と
呼
ば
れ

た
神
仏
習
合
の
霊
廟
で
あ

っ
た
。
八
坂
と

い
う
の
は
、
六
世
紀
後
半
頃
、
朝
鮮

半
島
よ
り
渡
来
し
た
高
麗
人
が
農
耕
生
活

を
営
ん
だ

「郷
」
の
名
で
あ
る
。
農

耕

の
民
で
あ
れ
ば
豊
穣
の
源
で
あ
る
水
、

雨
を
も
た
ら
す
天
神
、
龍
神
の
信
仰

が
彼
等
の
心

に
根
深
く
存
し
た
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
祗
園
社
は
、
こ
の
古
代

に
お
け
る
龍
神
信
仰
を
源
に
成
立
し
た

の
で
あ

っ
た
。
か

つ
て
高
原
美
忠
氏

(八
坂
神
社
元
宮
司
)
は
、
「
八
坂
神
社

の
本
殿
は
深
い
池
の
上

に
建

て
ら
れ
て

(
1

)

お
り
、
そ
こ
に
は
龍
神
が
住
ん
で
お
ら
れ

る
」
と
記
し
た
。
ま
た
松
前
健
氏
は

鎌
倉
時
代

に
成
立
し
た
説
話
集

『続
古
事
談
』
を
引
用
し

「祗
園
社
の
宝
殿

の

下
に
龍
穴
が
あ
り
、
延
久
二
年

(
一
〇
七
〇
)
祗
園
社
が
焼
亡
。
そ
の
と
き
に

比
叡
山
の
梨
本
座
主
が
龍
穴
の
深
さ
を
調

べ
よ
う
と
し
た
が
五
十
丈

(約

一
六

(2
)

O

m
)
も
あ

っ
て
底
が
知
れ
な

い
の
で
調
査
を
中
止
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

現
在
の
祭
神
は
、
素
戔
鳴
尊
、
奇
稲
田
姫

と
八
王
子
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
来

の
祭
神
は

「龍
神
」
な
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
古
く
か
ら
懸
装
染
織
品

に
好
ん
で
採
ら
れ
た
主
題
が

「龍
」

で
あ
る
こ
と
と
深

い
係
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
(図
1
)
祗
園
社

の
本
殿
は
三

つ

図1中 国刺繍 登 り龍図見送 役行者山

 

の
問
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中

の
間
の
祭
神
は
牛
頭
天
王
で
こ
こ
を
大

政
所
と

い
い
、
そ
の
神
輿
を
古
く
は
大
政
所
井
と
称
し
た
が
、
今

で
は
中
御
座

と
の
み
呼
ぶ
。
西
の
問
は
、
龍
女
波
利
女
の
御
座
で
あ
り
、
そ
の
神
輿
は
少
将

井
。
本
御
前
と
も
呼
び
親
し
ん
だ
が
、

こ
れ
が
西
御
座
。
束
の
間
は
沙
竭
羅
龍

王
の
娘
で
、
神
輿
は
今
御
前
と
呼
び
こ
れ
が
東
御
座

で
あ
る
。

こ
れ
を
、
素
戔

鳴
、
奇
稲
田
姫
、
そ
の
八
王
子
の
垂
迹

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

八
坂
神
社

の
神
紋
は

「左
三

つ
巴
」
と

「案
」

の
二
つ
で
、
三

つ
巴
は
龍
蛇
、

案
は
瓜
の
断
面
を
図
様
化
し
た
も

の
で
、
こ
れ
ら
は
龍
神
と
そ
れ

へ
の
供
物
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
神
紋
は
、
水
を
象
徴
す
る
龍
体

の
神
に
夏

の
実

り
を
供
え
よ
う
と
い
う
古
代
八
坂
郷
民
の
心
映
え
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
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祗
園
と
い
う
呼
称
は
、
印
度

の
仏
蹟
、
祗
園
精
舎
に
依
拠
し
て
お
り
、
牛
頭

天
王
は
そ
の
守
護
神

で
あ
る
と
い
う
の
が
仏
教
思
想
に
基
づ
く
定
説
な
が
ら
、

祗
園
の
神
、
牛
頭
天
王
は
も
と
も
と
井
泉

に
住
む
蛇
体
の
神

で
、
八
坂
郷
に
古

代
よ
り
住
ん
で
い
た
人
達
に
よ

っ
て
祭
ら

れ
た
神

の
お
も
か
げ
を
今
に
留
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
松
前
健
氏

の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「朝
鮮
半
島

に
古
く

か
ら
存
す
る
牛
頭
、
牛
首
と
い
う
地
名
は
、
牛

の
首
を
切

っ
て
龍
神
に
供
え
る

と
い
う
信
仰
儀
礼
か
ら
で
た
も
の
で
、
牛
頭
天
王
と
は
関
係
な
く
、
今
で
も
山

の
神
や
龍
神
の
た
め
に
、
牛
、
豚
、
鶏
な
ど

の
首
を
切

っ
て
そ
の
頭
を
祭
壇
に

供
え
る
風
習
が
あ
る
。
龍
神
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
龍
池
や
龍
井
に
、
雨
乞
い

の
た
め
に
切
り
落
し
た
動
物
の
首
を
投
げ
込
む
と
、
水
が
汚
れ
る
。
龍
神
は
清

ら
か
な
水
を
好
む
こ
と
か
ら
、
水

の
汚
れ
を
き
ら

っ
て
怒
り
あ
ば
れ
雨
を
降
ら

せ
る
。
こ
の
不
浄
法

に
よ
る
雨
乞

い
は
韓
国
独
自

の
も
の
で
中
国
に
は
こ
の
方

法
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
。
こ
れ
は
示
唆
に
富
む
興
味
深
い
説
で
あ
る
。
私

に
は
祗
園
社
の
牛
頭
天
王
の
正
体
が
い
ま
だ
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
が
龍
体

の
神
で
あ
り
、
水
が
原
因
で
起

っ
た
疫
病

の
流
行
を
、
牛
頭
天
王
の
た
た
り
と

し
て
受
け
と
め
、
そ
れ
を
祭
り
慰
撫
す
る
こ
と
で
そ
の
た
た
り
を
鎮
め
る
も
の

と
す
れ
ば
、
祗
園
社

の
牛
頭
天
王

(龍
神
)
は
疫
神
の
性
格
を
お
び
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
神

の
依
代

「
山
鉾
」
の
壁
代
と
も
い
う

べ
き
懸
装
染
織
品
に

「龍
文
様
」
を
好
み
続
け
た
町
衆
た
ち
は
、
遠

い
世
の
伝
聞
伝
承
を
信
じ
て
、

龍
神

へ
の
祈
り
を
奉
げ
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

二

御
霊
会
と
山
鉾
の
合
流

平
安
奠
都
以
来
、
都

の
造
営
と
治
水
工
事
は
、
鴨
川
、
堀
川
等
の
流
路
変
更

を
迫
ら
れ
た
し
、
水
源
地
の
森
林
伐
採
は
雨
期

の
氾
濫
を
惹
起
し
て
、
こ
れ
が

疫
病
を
も
た
ら
す
原
因
と
も
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
素
戔
鳴
の
八
岐
大
蛇
退
治
は

治
水
の
暗
喩
と
さ
れ
る
か
ら
、
祗
園
社
の
祭
神

に
素
戔
鳴
を
迎
え
る
文
脈
は
十

分
に
伏
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奠
都
七
十
年
後
貞
観
十

一
年

(八
六

九
)、
ト
部
日
良
麻
呂
は
、
日
本
国
数
六
十
六
ケ
国

に
ち
な
む
鉾
六
十
六
本
を

作
ら
せ
、
宮
中
の
雨
乞

い
の
場
で
あ

っ
た
神
泉
苑
に
そ
れ
を
立
て
、
牛
頭
天
王

を
祭
り
、
疫
病
の
因
を
な
し
た
牛
頭
天
王

(龍
神
)
の
怨
霊
を
水
に
還
し
た
。

こ
れ
を
祗
園
御
霊
会

の
起
源
と
す
る
傍
ら
に
、
素
戔
鳴
神
話
を
忘
れ
ず

に
見
据

え
て
お
き
た
い
。

十
世
紀

の
終
り
に
雑
芸
者

「無
骨
」
と

い
う
あ
や
し
げ
な
軽
業
師
が
、

こ
の

御
霊
会
に
大
嘗
会
の
標
山
を
摸
し
た
も
の
を
曳
出
し
た
こ
と
。
十

一
世
紀

の
は

じ
め
に
は
、
神
輿
の
後

に
散
楽
車
が
登
場
し
た
こ
と
、
そ
し
て
大
治
二
年

(
一

一
二
七
)
の
御
霊
会
に

つ
い
て

『中
右
記
』
が
し
る
す

「四
方
殿
上
人
、
馬
上
、

童
、
巫
女
、
種
女
、
田
楽
各
数
百
人
、
此
外
、
祗
園
所
司
、
僧
、
随
身
数
十
人
、

兵
供
奉
す
、
舞
人
十
人
、
使
唐
鞍
に
乗
る
。
凡
そ
天
下
の
過
差
計
す

べ
か
ら
ず
、

金
銀
錦
繍
、
風
流
美
麗
、
記
尽
す
べ
か
ら
ず
、
両
院
、
按
察
中
納
言
、
三
条
室

町

の
桟
敷

に
お

い
て
見
物
」、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
林
屋
辰
三
郎

「
祗
園
祭

の
歴
史
」
に
は
、
十

二
世
紀

に
い
た

っ
て
祗
園
会
の
行
粧
は
盛
大
と
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な
り

、

れ
る

0

こ
れ
を
見
物
す
る
楽
し
み

杢
尽
洛
を
に
ぎ
わ
せ
た
と

?
つ
指
摘
が
見
ら

靆變鑽鏤爨爨靉鏤靉鑾鼕鑾難鐶驫灘 奪鑠i

図2模 本年中行事絵巻、巻九 祗園御霊会

こ
の
初
期
祗
園
御
霊
会

の
状
況

を
知
ら
し
め
る
絵
画
と
し
て
平
安

時
代
も
末
近

い
十
二
世
紀
後
半
に

描
か
れ
た

「年
中
行
事
絵
巻
」
の

巻
九
、
巻
十

二
が
あ
る
。
現
存
の

も
の
は
江
戸
前
期
の
模
本
な
の
は

ビ
ン

階
し
ま

れ
る
が
、
そ
こ

に
は
編

ザ
ラ
サ

木
に
笛
太
鼓
で
踊
る
田
楽
衆
、
大

幣
を
か
つ
ぐ
童
、
風
流
傘
を
さ
し

か
け
ら
れ
た
馬
上
の
巫
女
、
腹
巻

に
水
干
姿
の
犬
神
人
、
舞
楽
に
獅

子
舞
、
四
本
の
鉾

に
は
巴
紋
の
比

ソ
ウ
カ

礼
、
鳳
輦
の
神
輿
が
二
基
と
葱
華

レ
ン

セ
イ
ノ
ゥ

輦

の
神
輿
が

一
基
、
宮
主
、
細
男
、

メ
チ
ョ
ウ

神
主
、
風
流
傘
、
馬
長
等
の
行
粧
と
見
物

の
大
衆
が
描
か
れ
て
い
る
。

(図
2
)

祗
園
御
霊
会
に
山
鉾
風
流
が
出
現
し
た

の
は
南
北
朝
期

の
こ
と
で
あ
り
、
動

乱
の
さ
な
か
に

「座
」
の
形
成
を
実
現
さ
せ
て
ゆ
く
民
衆

の
動
き
が
こ
れ
を
可

能
な
ら
し
め
た
。
『中
原
師
守
記
』
に

「
暦
応
二
年

(
;

西

○
)
鉾
以
下
以

っ

て
の
外
結
構
、
歩
田
楽
あ
り
。
貞
和
元
年

(
一
三
四
五
)
定
鉾
例
の
ご
と
く
、

山
以
下
渡
る
。
貞
治
三
年

(
一
三
六
四
)
鉾
以
下
冷
然
久
世
舞
車

こ
れ
あ
り
、

(
3
)

作
り
山
風
流
等
な
く
、
定
鉾
許
り
也
」
と
あ
る
こ
と
等
に
そ
の
根
拠
は
求
め
ら

れ
る
。

こ
れ
を
補
完
す
る
新
資
料
と
し
て
、
北
観
音
山
を
曳
き
出
す

『六
角
町

文
書
』

に
、
山
の
依
代
で
あ
る
真
松
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

松
入
所
は
上
嵯
峨
大
門
堺
町
か
た
原
町
図
子
く
わ
ん
光
寺
村
、
文
和
二
年

癸
巳

(
一
三
五
三
)
六
月
与
、
善
休
相
勤
。
善
休
子
、
宗
休
、
宗
休
子
、

鬼
助
宗
休
子
弥
兵
衛
後
二
鬼
助
と
云
。
鬼
助
子
、
嘉
兵
衛
。
伊
兵
衛
両
人
共
相
勤
。

伊
兵
衛
子
、
喜
兵
衛
。
喜
兵
衛
子
、
ひ
げ

の
喜
兵
衛
。

こ
れ
は
七
代
に
わ
た
り
上
嵯
峨
の
杣
人
、
善
休
の
同
族
が
松
入
役
を
務
め
て

(
4

)

い
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

観
音
山
の
名
が
祗
園
社
記

に
初
め
て
記
さ
れ
る
の
は
文
安
四
年

(
一
四
四
七
)

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
九
十
年
も
前
に
観
音
山
が
存
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

を
曳
き
出
す
六
角
町
に
は
、
嘉
禄
三
年

(
一
二
二
七
)
以
来
、
六
角
町
生
魚
供

御
人
と
し
て
湖
魚
の
専
売
権
を
許
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
十
余
人
の
女
主
人
が

こ
れ
を
商

い
、
そ
の
働
き
を
背
景
に
山
車
を
曳
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
条
坊
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
町
通
り

(現
新
町
通
り
)
は
、
三
条
町

マ
ワ
タ
ザ

の

「綿
座
」、
四
条
町
の

「切
革
座
の
棚
」
等
、
特
権
商
人
の
意
気

に
は
盛
ん

な
も
の
が
あ

っ
た
。
室
町
時
代
の
祗
園
会
を
録
し
た
諸
記
に
は
、
そ
れ
ま
で
人

メ
チ
ヨ
ウ

気
の
的
で
あ

っ
た
、
馬
長
や
田
楽

に
つ
い
て
は
記
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
人
々
の

目
は
山
鉾
風
流
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
応
仁

の
乱
が
起
こ
る
頃
に
な
る
と
、
山
鉾
風
流
は
す
で
に
定
着
し
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て
、
山
鉾
の
数
は
六
月
八
日
に
五
十
八
、
六
月
十
四
日
に
二
十
七
の
多
き
を
か

ぞ
え
た
。
そ
し
て
明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
三
十
三
年

ぶ
り
の
祗
園
会
に
は
総

数
三
十
七
基
に
ま
で
復
興
し
て
い
る
。
応
仁

の
乱
前
後

に
山
鉾
の
必
要
と
し
た

お
び
た
だ
し
い
数
の
懸
装
染
織
品
に
は
、

ど
の
よ
う
な
品
々
が
使
わ
れ
た
か
、

ま
た
そ
の
調
達

に
は
い
か
な
る
方
途
が
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
録

は
十
七
世
紀
末
、
十
八
世
紀
初
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前

の
姿
を
知
る

に
は
、
平
成

の
こ
ん
に
ち
三
十
ニ
ケ
町
に
現
在
す
る
中
国
大
陸
文
化
圏
の
絨
毯
、

毛
綴
、
若
干

の
金
襴
を
絵
画
資
料
と
照
合

し
、
同
定
を
試
み
る
以
外
に
方
法
が

な
い
。

三

交
易
の
あ
と

す
で
に
室
町
幕
府
代
々
の
将
軍
は
桟
敷
を
設
け
て
祗
園
会
を
見
物
す
る
の
を

例
年
の
こ
と
と
し
て
い
た
が
、
能
役
者
藤
若

(世
阿
弥
の
幼
名
)
を
伴

っ
て
見

物
し
た
足
利
義
満
が
入
道
し
て
道
義
を
名

の
り
、
明
の
永
楽
帝

に
交
易
を
求
め

た
の
は
、
応
永
十
年

(
一
四
〇
三
)
で
あ
り
、
そ
れ

に
答
え
て
送
ら
れ
た
明
朝

の
龍
袍
が
、
中
国
の
文
物

に
憧
れ
た
義
満

の
目
に
い
か
ば
か
り
映
え
た
か
、
わ

れ
わ
れ
の
想
像
を
越
え
る
も
の
が
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
義
教
が
再
開

し
た
勘
合
貿
易
は
、
大
内
氏
を
は
じ

ニ
ン
ポ
　

め
西
国
の
守
護
、
五
山
南
都
の
僧
、
兵
庫
堺
の
商
人
た
ち
を
競

っ
て
寧
波

へ
向

か
わ
せ
た
。
輸
出
品
の
主
た
る
も
の
は
、
太
刀
、
扇
子
、
銅
、
硫
黄
、
屏
風
、

漆
器
、
鎧
、
琥
珀
、
蘇
木
等
で
あ
り
、

一
方
大
陸
よ
り
の
輸
入
品
は
、
白
糸
、

綿
糸
、
布
、
綿
紬
、
繍
紅
糸
、
水
銀
、
針
、
錬
鉄
、
鉄
鍋
、
磁
器
、
古
書
、
古

画
、
薬
材
、
氈
毯
、
馬
背
氈
等
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
川
島
元
次
郎
氏
の
記
述
す

(
5

)

る
と
こ
ろ
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
文
献
の
明
示
を
欠
い
て
い
る
。
祗
園
会

◎
◎

山
鉾

の
懸
装
染
織
品

へ
の
興
味
を
も

っ
て
こ
う
し
た
品
目
を
見
れ
ば
、
氈
毯
、

馬
背
氈
と
あ
る
の
が
気
に
か
か
る
。
毛
製
品
は
産
毛
動
物
の
飼
育

の
な
か
っ
た

日
本
に
は
、
正
倉
院
に
遺
る
人
物
文
、
団
花
紋
の
フ

ェ
ル
ト
以
外

に
平
安
奠
都

以
来
、
室
町
ま
で
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
朝
鮮
と
の
関
係
は
、
南
北
朝
動
乱
期
の
経
済
事
情
に
よ

っ
て
発
生
し
た

対
馬
、
壱
岐
、
松
浦
を
拠
点
と
す
る
倭
寇
取
締
交
渉

に
は
じ
ま
る
が
、
応
永
十

一
年

(
一
四
〇
四
)
道
義

(義
満
)
は
、
日
本
国
王
と
し
て
僧
周
棠
を
派
遣
し

た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
朝
鮮
国
王
と
の
対
等
な
交
隣
関
係
の
最
初
で

あ

っ
た
。
こ
の
対
等
の
冊
封
体
制
を
基
盤
に
、
朝
鮮
は
正
長
元
年

(
一
四
二
八
)

(
6

)

義
教
の
将
軍
職
襲
位
を
祝
う
た
め
に
、
通
信
使
を
派
遣
し
た
と
い
う
。

一
方
、

日
本
国
王
使

の
派
遣
は
永
禄
十
年

(
一
五
六
七
)
義
昭
の
遣
使
ま
で
、
実

に
六

十
余
回
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
目
的
は
朝
鮮
国
王
の
慶
弔
、
大
蔵
経
や
仏
典
仏

具
の
求
請
、
貿
易
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
し
、
西
日
本
の
守
護
大
名
、
大
内

氏
等
も
積
極
的
に
朝
鮮
と
の
通
交
を
求
め
た
の
で
あ

っ
た
。
李
氏
朝
鮮
は
、
室

町
時
代

に
永
享
十

一
年

(
一
四
三
九
)、
嘉
吉
三
年

(
一
四
四
三
)、
長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)、
文
明
七
年

(
一
四
七
五
)、
文
明
十

一
年

(
一
四
七
九
)
の
五
度

に

わ
た

っ
て
通
信
使
を
日
本
に
派
遣
し
た
よ
う
で
あ
る
。
朝
鮮

の
ほ
う
で
も
、
倭

寇
対
策
と
し
て
貿
易
の
道
を
開
く
必
要
を
認
め
、
釜
山
、
熊
川
、
蔚
山
の
三
港
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を
指
定
し
、
倭
寇
と
そ
の
背
後
の
勢
力
の
懐
柔
策
と
し
て
、
民
間
の
貿
易
商
人

や
大
内
氏
等
に
私
貿
易

の
道
を
ひ
ら
い
て

い
た
。
特
に
対
馬
が
発
給
す
る
渡
航

証
明
を
持

つ
者
だ
け
に
そ
れ
を
許
し
た
た

め
、
対
馬
藩
は
発
給
権
を
利
用
し
て

莫
大
な
利
益
を
得
た
ば

か
り
で
な
く
、
歳
遣
船

の
派
遣
に
ま
で
采
配
を
ふ
る

っ

て
い
た
。
姜
在
彦
氏

に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
の
主
た
る
輸
出
品
は
、
木
綿
布
、
絹
布
、

麻
布
、
仏
典
仏
具
、
虎
皮
、
人
参

の
ほ
か
に
奢
侈
品
を
含
み
、
日
本
か
ら
は
、

銅
、
銀
、
鉛
、
硫
黄
、
染
料
、
香
料
、
薬
材
を
輸
出
し
た
が
、
そ
の
中

に
は
南

蛮
貿
易
品
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
対
馬
藩
は
永
正
九
年

(
一
五

一
二
)

に
壬
申
約
条
を
成
立
さ
せ
、
交
易
港
と
し

て
当
初
は
熊
川
を
、
後
に
釜
山
を
加

え
て
指
定
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
対
朝
鮮
貿
易
は
対
馬
が
独
占
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
室
町
時
代
の
対
朝
鮮
交
易
の
実
体
、

と
り
わ
け
輸
入
品
の
品
目
お
よ
び
数

量
、
通
信
使
の
献
上
品
の
内
容
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

な
か
に
は
山
鉾
の
懸
装
品
に
使

っ
た
も
の
が
あ
る
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
い

ま
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
山
鉾
町
に
朝
鮮
綴
、
朝
鮮
錦

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
染
織
品
の
実
体
解
明
に
は
、
な
お
時
日
を
要
す
る
で

あ
ろ
う
。四

室
町
絵
画
に
見
る
祗
園
会

△

模
本

「月
次
祭
礼
図
」

の
懸
装
品

(東
京
国
立
博
物
館
蔵
)

原
本
は
土
佐
光
信
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
光
信
は
文
明
元
年

(
一

四
六
九
)
に
宮
廷
絵
所
預
り
と
な
り
、
明
応

五
年

(
一
四
九
六
)
刑
部
大
輔
、
文

、
図

謎

分
・
部

聖
扇

亀
三
年

(
一
五
Ω

二
)
従
四
位
下
の
画
家
最
高
位
を
極
め
、
大
永
二
年

五
二

二
)
頃
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
本
は
十
五
世
紀
後
半
か
ら

十
六
世
紀
初
頭
頃
の
作

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
(図
3
)

こ
の
屏
風
絵
の
第
五
扇
下
方
三
分
の

一
か
ら
、
第
六
扇

に
祗
園
会
が
描

か
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
室
町
期
に
人
気
を
博
し
た
乗
牛
風
流
、
鷺
舞
、
鵲
鉾
、
.傘

鉾
、
名
称
不
明
の
舁
山

一
基
、
放
下
鉾
か
と
見
え
る
鉾
に
船
鉾
、
鶏
鉾
ら
し
い

鉾
頭
が
描
か
れ
て
い
る
。

舁
山

の
懸
装
品
は
真
松
を
立
て
る
山
洞
に
二
種
の
錦
、
人
形
の
立

つ
添
山
も

錦
か
と
思
わ
れ
る
布
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
山
洞
の
錦
は
袈
裟
を
転
用
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
山
の
胴
部
に
は
二
段
二
種

の
布
を
引
廻
し
て
お
り
、
上
段

は
模
様
入
の
錦
、
下
段
は
色
無
地

の
薄
手
の
布
。
裾
幕
は
白
地
に
唐
花
七
宝
紋

ヰ・ 撚糶 鮮
図3模 本月次祭礼図(東 京国立博物館)第 六
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の
幔
幕
で
あ
る
。

放
下
鉾
と
お
ぼ
し
き
鉾
車
は
、
屋
根
上

の
網
隠
し
に
虎
と
豹
の
毛
皮
を
交
互

に
六
枚
ほ
ど
を
薄
青
色

の
布
の
上
に
垂
れ
懸
け
、
屋
根
下
の
水
引
は
赤
無
地
の

布
、
欄
干
下
の
水
引
は
薄
青
色
地

に
牡
丹
唐
草

の
錦
か
緞
子
、
胴
懸
の
前

・
後

は

一
枚
物
で
薄
青
色
地
に
虎
文
様

の
絨
毯
を
横
使

い
。
左
右
は
二
枚
横
継
ぎ

で

縁
付
の
厚
手
布
、
こ
れ
は
絨
毯
で
あ
ろ
う
。
裾
幕
は
白
地
の
丸
に
唐
花
亀
甲
紋

の
幔
幕
。
船
鉾
は
欄
干
下
に
水
引
を
二
段
引
廻
し
、
上
段
は
薄
青
色
地
に
瑞
雲

文
様

の
錦
か
緞
子
、
下
段
は
薄
紫
色
地

に
唐
草
文
様

の
錦
か
緞
子
で
、
胴
体
中

央
部
は
紅
白
の
布

に
鎧
の
袖
を
二
枚
継

い
で
五
種
類
、
等
間
隔
に
垂
れ
下
げ
て

い
る
。
更
に
紅
白
布

の
下
か
ら
、
厚
手
赤
地

の
布
、
こ
れ
も
絨
毯
で
あ
ろ
う
。

舳
に
は
虎
と
豹
の
毛
皮
を
二
枚
。
裾
幕
に
も
絨
毯
ら
し
き
も
の
を
立
継
ぎ

に
使

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
現
在
の
船
鉾

の
懸
装
に
比
べ
て
見
る
と
過
剰
と
思
え
る

ほ
ど
に
多
種
に
ぎ
や
か
。

さ
が

鵲
鉾
の
垂
り
は
鳳
凰

に
雲
文
様
の
錦
が
風
に
な
び
く
。
傘
鉾

の
垂
り
は
無
地

布

で
二
段
に
垂
れ
廻
し
て
い
る
。
以
上
が
懸
装
上

の
所
見
で
あ
る
。

模
本
、
月
次
祭
礼
図
で
重
要
な
点
を
記
せ
ば
、

一
、
虎
、
豹

の
毛
皮
を
多
用
し
て
い
る
。

二
、
山
洞
に
袈
裟
を
原
形

の
ま
ま
転
用

し
て
い
る
。

三
、
畳

一
帖
大
の
絨
毯
を
鉾

の
胴
懸
に
使
用
し
て
い
る
。

四
、
水
引
に
錦
か
緞
子
を
横
に
引
廻
し

て
い
る
。

五
、
鎧

の
袖
を
懸
装
品
に
転
用
し
て
い
る
。

の
五
点

で
あ
り
、
特
に

一
か
ら
四
は
す

べ
て
中
国
、
朝
鮮

か
ら
の
輸
入
品
で
あ

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

原
本
は
さ
ぞ
や
美
し
か

っ
た
ろ
う
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
あ
る
が
、

い
た
し

方
な
し
。
序
な
が
ら
、
鉾
舞
台
に
は
多
勢
の
若
衆
が
乗
り
込
ん
で
、
舞

い
踊
る

二
人
の
羯
鼓
稚
児
、
鼓
、
薄
胴
鋲
打
太
鼓
に
笛
の
囃
子
方
、
こ
の
場
合
現
在

の

祗
園
囃
子
を
盛
り
あ
げ
る

「鉦
」
は
囃
子
楽
器
に
加
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
と
、

シ
ヤ
グ

マ

赤
熊
の

一
人
を
除

い
て
皆
鳥
帽
子
を
被

っ
て
い
る
こ
と
は
古
様
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

△

祗
園

・
山
王
祭
礼
図
屏
風
の
懸
装
品

(サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
)

こ
れ
は
近
年
蒐
集
さ
れ
た
屏
風
絵
で
あ
る
。

(図
4
1
A
B
C
)
田
沢
裕
賀

氏
に
よ
れ
ば
、
土
佐
光
茂
の
画
風
に
近

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
天
文
十
三
年

(
一

五
四
四
)
に
流
失
し
た
四
条
橋
の
西
に
祗
園
社

一
の
鳥
居
も
描

か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
天
文
年
間

(
一
五
三
ニ
ー
五
五
)
を
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
の
作
品
と
い

わ
れ
て
い
る
。
画
中
の
山
鉾

の
懸
装
、
囃
子
の
形
態
よ
り
見
て
も
先
の
月
次
祭

礼
図
に
次
い
で
祭

の
古
様
が
う
か
が
え
る
。
祗
園
会

の
双
は
、
縦

一
三
八

㎝
×

横
三

一
二

㎝
の
六
曲
画
面

い
っ
ぱ
い
に
、
三
条
通
り
、
寺
町
通
り
、
四
条
通
り

が

コ
の
字
形
を
な
す
よ
う
に
構
図
さ
れ
、
還
幸
祭
の
行
粧
は
乗
牛
風
流
を
先
頭

ツ
ル
メ
ソ

に
寺
町
通
り
を
南
下
、
三
基
の
神
輿
は
絃
召
、
駒
形
稚
児
、
神
官
、
雑
色
等
に

先
導
さ
れ
、
三
条
通
り
を
東
向
中
で
あ
り
、
先
頭
の
長
刀
鉾
は
寺
町
仏
光
寺
あ

た
り
ま
で
進
ん
で
お
り
、
函
谷
鉾
、
保
昌
山
、
占
出
山
、
菊
水
鉾
、
月
鉾
は
四
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条
寺
町
の
辻
に
あ
り
、
続

い
て
綾
傘
鉾
、
蟷
螂
山
、
白
楽
天
山
、
鶏
鉾
、
孟
宗

山
、
伯
牙
山
、
芦
刈
山
、
放
下
鉾
は
四
条
鳥
丸

に
あ

っ
て
、
岩
戸
山
、
船
鉾
が

あ
と
に
続
く
。
山
鉾

の
数
は
十
六
基
で
こ
れ
は
先
祭
の
巡
行
列
。
後
祭
は
、
画

面
左
上
方
に
橋
弁
慶
山
、
浄
妙
山
、
鷹
山
、
観
音
山
、
鯉
山
、
鈴
鹿
山

の
六
基

を
数
え
る
。
こ
の
画
面
で
は
鉾
と
曳
山
の
す
べ
て
を
登
場
さ
せ
て
い
る
の
が
ま

こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
長
刀
鉾
を
屋
根
の

一
部
と
鉾
頭

の
み
で
表
現
し
て

い
る
の
は
特
異
と

い
う

べ
く
、
構
図
上
の
配
慮
は
心
憎
い
ば
か
り
で
あ
る
。
他

の
洛
中
洛
外
図
が
粉
本
に
基
づ
く
せ
い
か
、
祗
園
会

の
表
現
が
観
念
的
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
こ
の
画
面
は
室
町
後
期
の
祗
園
会
を
細
大
洩
ら
さ
ず
描
い
て
い

て
、
そ
の
全
体
像
を
見
せ
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
細
部
も
ま
た
山
鉾
の
懸

装
、
囃
子
の
情
景
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
緻
密
に
描
き
き

っ
て
い
る
。
特
に
屋

根
上
の
網
隠
し
と
胴
懸
の
絨
毯
を
こ
れ
ま
で
緻
密
丁
寧

に
描
い
た
作
例
は
他
に

求
め
得
な
い
。
懸
装
品
の
実
体
を
自
分
自

身
の
目
で
確
か
め
な
く
て
は
、
と
て

も
こ
う
は
描
け
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
網
隠
し
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
色
と
り
ど
り
の
袈
裟
袈
裟
で
は
な
い
か
。

縁
取
り
、
四
天
は
も
と
よ
り
、
田
相
部
ま
で
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
地
色

こ
そ
、

赤
、
白
、
緑
、
べ
ー
ジ

ュ
と
単
純
化
し
て

い
る
も
の
の
、
牡
丹
唐
草
、
蔓
唐
草

様
の
表
情
も
、
実
際
を
う
か
が
う

の
に
充
分
な
ほ
ど
生
彩
を
お
び
て
い
る
。
袈

裟
は
舁
山

の
山
洞
、
添
山
、
各
鉾

の
見
送
り
に
も
使
わ
れ
て
お
り
画
中
に
そ
の

数
を
か
ぞ
え
れ
ば
四
十
枚
余
に
も
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

袈
裟
を
か
よ
う
に
用

い
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
得
た
の
は
望
外
の
悦
び
だ
と

い
う
ほ
か
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
朝
貿
易
の
輸
入
品
の
中
に
は
、
大
蔵
経
、

仏
典

の
ほ
か
に
仏
旦
ハが
あ

っ
た
と
い
う
姜
氏

の
記
述
に
符
牒
す
る
か
ら
で
あ
る
。

仏
教
国
た
る
高
麗
王
朝
か
ら
儒
教
を
信
仰
す
る
李
氏
朝
鮮

に
と
世
が
移

っ
て
、

大
量
の
仏
典
仏
旦
ハが
不
要
と
な

っ
た
時
期
に
、
五
山
の
僧
達
が
袈
裟
を
見
の
が

す
わ
け
が
な
い
。
そ
れ
は
彼
等
の
最
も
尊
ぶ
仏
具
な
の
で
あ

っ
た
か
ら
。

ど
の
よ
う
な
経
路
で
こ
の
袈
裟
を
町
衆
が
購
入
し
た
か
は
解
ら
な

い
に
し
て

も
、
袈
裟
は
山
鉾
の
天
上
近
く
、
鉾
な
ら
網
隠
し
、
山
な
ら
山
洞
の
部
分

に
使

わ
れ
、
ま
た
懸
装
品
と
し
て
は
、
見
送
り
と

い
う
山
鉾
の
背
面
に
懸
け
る
最
も

晴
れ
が
ま
し
い
も
の
に
限

っ
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
町
衆
が
袈
裟
と

い
う
も

の
の
扱
い
に
よ
ほ
ど
心
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
こ
の
袈
裟
類
は
過
去
七
年
間
の
調
査

で

一
点
も
発
見
し
得
て

い
な
い
ば
か
り
か
、
江
戸
中
期
か
ら
の
古
記
録
に
も
全
く
記
載
が
な
い
。
強

い

　
マ
マ
　

て
そ
れ
を
求
め
れ
ば
、
宝
暦
七
年
刊
の
祗
園
会
細
記

の
山
伏
山
、
前
掛
、
幔
幕

の
項

に
、

-
-
-
-
-
-
-
-
-
:

:

-
「
:

-
-
:

-
-
聖
:

:

ー

:

-

◎

◎

◎

ま
ん
ま
く
也
、
左
右
赤
地
古
金
襴
安
楽
庵
紺
地
色
紙
切
雲
に
鳳
凰
の
も

マ

マ
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ロ
　
　

よ
う
。
中
の
切
之
渡
り
金
地
金
襴:

:
-------:

◎

◎

左

右

共

ま

ん

ま

く
赤

地

古

金

襴

金

地

銀

襴

色

糸

も

や

う

色

紙

雲

に
鳳

凰

の

も

よ

う
唐

縫

な

り

。

(…

…
、

◎
印
は
筆
者

に
よ
る
)

と

記

さ

れ
、

こ

れ

は
雲

に
鳳

凰

の
刺

繍

裂

地

に
、

色

紙

形

の
赤

地

金

襴

、

紺

地
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安
楽
庵
、
金
地
銀
襴
を
ア
ッ
プ
リ
ケ
と
し
て
全
面
に
散
ら
し
て
い
る
幔
幕
で
、

そ
こ
に
使

い
古
し
た
袈
裟

の
部
分
を
再
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『祗
園

・
山
王
祭
礼
図
屏
風
』
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
確
か
め
得
る
袈
裟
を
用

い
た
懸
装
法
は
、

い
か
に
も
古
様
な
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
上
杉
家
本

の
洛
中

洛
外
図
を
見
れ
ば
、
屋
根
上
の
網
隠
し
に
錦
裂
が
二
種
描
か
れ
て
い
る
し
、
山

洞
や
添
山
も
異
種

の
裂
で
覆
わ
れ
て
は
い
る
が
、
縁
取
や
四
天
ま
で
は
描
か
れ

て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
袈
裟
で
あ
る
と
は
誰
も
気
が
付
か
な
か

っ
た
。
永
徳

筆
と
言
わ
れ
る
あ
の
洛
中
洛
外
図
は
、
殊

の
ほ
か
生
き
生
き
と
室
町
末
期
の
下

京
を
描
き

「面
白
や
花

の
都
」
と
岡
見
正
雄
氏
を
し
て
言
わ
し
め
た
優
作
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
と
て
粉
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
永
徳
が
じ
か
に
懸
装
品
を
見
た

か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
李
氏
朝
鮮
か
ら
輸
入
し
た
袈
裟
を
原
形
の
ま
ま
懸
装

に
転
用

す
る
と
は
、
明
応
九
年
の
山
鉾
再
興
が
急

拵
え
で
あ

っ
た
と
い
う
伝
え
と

一
致

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
し
、
尾
張

・
津
島
神
社

の
祗
園
会
が
小
袖
を
懸
装

品
と
し
て
使

っ
た
事
実
と
も
合
致
す
る
、
懸
装

の
古
様
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

画
中

の
鉾
の
前
懸
、
胴
懸
に
目
を
移
す
。

前
懸
に
は
ほ
ぼ
畳

一
帖
大
の
絨
毯
を
三
枚
立
継
ぎ
に
、
胴
懸
は
四
枚
立
継
ぎ

に
か
け
て
い
る
。
前
後
の
面
は
狭
く
、
左

右
の
面
は
横

に
長
大
で
あ
り
、
縁
を

取
付
け
ず
絨
毯

の
ま
ま
使
う
の
だ
か
ら
、

か
よ
う
な
使
い
方
は
当
然
と
思
わ
れ

る
。
曳
山

の
岩
戸
山
は
青
幔
幕
で
胴
部
を
飾
り
、
前
懸
中
央
に
の
み

一
枚
の
絨

毯
を
か
け
て
い
る
。
同
じ
く
曳
山

の
観
音
山
は
前
懸
の
左
右
と
胴
懸
の
左
右
を

絨
毯
と
し
て
い
る
の
は
、
作
者

の
遊
び
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、

鷹
山
の
胴
懸
は
四
枚
の
絨
毯
を
立
継
ぎ
と
し
て
お
り
、
こ
の
絵
以
外
に
観
音
山

の
懸
装
に
見
る
よ
う
な
懸
装
方
法
の
実
例
も
資
料
も
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
描
か
れ
て
い
る
絨
毯
の
主
文
様
は
、
梅
樹
、
獅
子
、
虎
、
団
花
で
、

い
ず

れ
も
中
国
系
絨
毯
の
図
柄
。
鳳
凰
、
梅
ケ
枝

に
鳥
、
牡
丹
、
霞
取
の
ほ
か
に
文

様
不
明
の
複
雑
な
図
様
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
朝
鮮
綴
と
そ
の
名
を
伝
承

し
て
い
る
も
の
の
図
柄
と
考
え
ら
れ
る
。
細
か
な
こ
と
な
が
ら
見
落
し
て
は
な

ら
ぬ
の
は
、
主
文
様
の
四
隅
が
蕨
手
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
現

存
す
る
中
国
系
絨
毯
の
図
様
に
お
け
る
曲
ハ型
的
な
特
徴
の

一
つ
な
の
だ
か
ら
。

そ
し
て
画
中

に
明
確
に
描
か
れ
た
絨
毯
三
十

一
枚

の
う
ち
二
十
三
枚
に
蕨
手
の

表
現
が
認
め
ら
れ
る
。

主
文
様
を
と
り
か
こ
む
、
額
と
枠
を
見
る
と
、
牡
丹
唐
草
と
し
て
い
る
の
が

十

一
枚
、
外
枠
を
雷
文
崩
し
に
し
て
い
る
も
の
は
十
枚
を
か
ぞ
え
る
。

額
枠
共
に
無
地
と
し
て
い
る
の
は
十
枚
あ

っ
て
、
そ
れ
は
現
存
中
国
系
絨
毯

の
額
が
斜
格
子
あ
る
い
は
八
角
飾
連
文
と
複
雑
に
過
ぎ
る
た
め
、
極
め
て
小
さ

い
画
面
細
部
に
そ
れ
ら
を
描
き
込
む
の
は
不
適
当
と
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ

る
。
唐
草
の
額
は
六
枚
、
ア
ラ
ビ
ヤ
文
字
様

の
も
の
二
枚
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

鉾
七
基
の
前
懸
、
胴
懸
に
描
か
れ
て
い
る
絨
毯
に
は
、
現
存
す
る
中
国
系
絨

毯
の
色
、
主
文
様
、
四
隅

の
蕨
手
、
額

の
牡
丹
唐
草
、
枠
の
雷
文
崩
し
等
が
正

確
に
再
現
さ
れ
て
お
り
、
作
者
自
身
が
懸
装
絨
毯
類
に
心
を
動
か
さ
れ
な
が
ら
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画
稿
を
作
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。
も

っ
と
も
、
例
え
ば
月
鉾
の

胴
懸
に
描
か
れ
て
い
る
絨
毯
が
、
現
在
月
鉾

に
現
存
す
る
中
国
系
絨
毯
と
同
じ

図
様
表
現
と
な

っ
て
い
な

い
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、
先
述
し
た
こ
と
は
、
現
存

す
る
中
国
系
絨
毯

の
全
体
像
と
、
画
中

の
絨
毯
と
を
対
比
さ
せ
て
の
考
察
で
あ

る
。△

現
存
中
国
系
絨
毯

一
覧
表

主
文
様

額

外
枠

所
蔵
山
鉾
名

墨
書

蕨
手

虎
に
梅
樹

牡
丹
唐
草

雷
文

函
谷
鉾

蕨
手

双
虎

牡
丹
唐
草

雷
文

函
谷
鉾

+
華

鶉

黷

斈

雷
文

長
刀
鉾

撃

麕

鵄

薯

斈

雷
文

長
刀
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

斛
譁

ヤ
斈

婁

長
刀
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

ア
ラ
ビ
ヤ
文
字

雷
文

函
谷
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

牡
丹
唐
草

雷
文

南
観
音
山

蕨
手

玉
取
獅
子

鑼

野

雷
文

月
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

八
角
飾
連
文

雷
文

函
谷
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

八
角
飾
連
文

雷
文

油
天
神
山

蕨
手

玉
取
獅
子

八
角
飾
連
文

雷
文

岩
戸
山

蕨
手

玉
取
獅
子

八
角
飾
連
文

雷
文

月
鉾

撃

玉
取
獅
子

鑼

簿

文

雷
文

鶏
鉾

△
蕨
手

玉
取
獅
子

大
斜
格
子

雷
文

月
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

斜
格
子

雷
文

長
刀
鉾

蕨
手

玉
取
獅
子

斜
格
子

雷
文

鶏
鉾

蕨
手

虎
に
梅
樹

八
角
飾
連
文

雷
文

鶏
鉾

蕨
手

虎
に
梅
樹

斜
格
子

雷
文

鶏
鉾

蕨
手

虎
に
梅
樹

斜
格
子

雷
文

函
谷
鉾

寛
永
十
八
年

蕨
手

虎
に
梅
樹

斜
格
子

雷
文

函
谷
鉾

十
華

八
角
飾
連
文

雷
文

月
鉾

以
上
二
一
点

(図
5
1
A
B
C
)

現
存
古
様
朝
鮮
綴

一
覧
表

主
文
様

副
文
様

天
地
縁

翻
蔵
山
鉾
名

墨

梅
枝
に
小
鳥

無
地

長
刀
鉾

鳳
凰
に
牡
丹

鶴

南
観
音
山

鳳
凰
に
牡
丹

鶴

稲
妻

南
観
音
山

鳳
凰
に
牡
丹

鶴
、
鵲

放
下
鉾

拝
対
馬

鳳
凰
に
牡
丹

鑛

化
晦

霊
芝

稲
妻
雷
文

月
鉾

鳳
凰
に
牡
丹

鶴
、
連
華

月
鉾

鳳
凰
、
双
虎
、
牡
丹

鶴
、
鵲

函
谷
鉾

鳳
凰
、
虎
、
牡
丹

鶴
、
鵲
、
梅

放
下
鉾

鳳
凰
、
虎
、
牡
丹

鶴
、
鵲

放
下
鉾

鳳
凰
、
虎
、
牡
丹

鵲

放
下
鉾

鳳
凰
に
牡
丹

鵲
、
霊
芝

稲
妻

月
鉾

鳳
、
虎
、
牡
丹

熊
、
獅
子
、
鶴
、
鵲

長
刀
鉾

鳳
、
牡
丹

鶴
、
菟
、
獅
子
、
鵲

岩
戸
山

鳳
凰
、
太
陽
、
牡
丹

梅
枝
、
蝶

雷
文

鶏
鉾

寛
永
十
五
年
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B古 様中国系絨毯 玉取獅子文様胴懸 ・南観音山 図5A古 様中国系絨毯 梅樹文様胴懸 ・長 刀鉾

C古 様中国系絨毯 虎に梅樹文様胴懸 ・鶏鉾
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E古 様朝鮮綴 ばけもの氈後懸 ・放下鉾 拝対馬銘

D古 様朝鮮綴 梅枝に小鳥図胴懸 ・長刀鉾

鳳
隅

月
牡
丹

灘

鵲
霎

雷
文

鶏
鉾

篆

+
五
年

玉
取
攣

雑

璽

覊

音
山

玉
取
獅
子

鶴

鹿

函
谷
鉾

玉
取
獅
子

牡
丹
虎
鵲

岩
戸
山

玉
取
獅
子

虎
、
梅
花

岩
戸
山

玉
取
獅
子

函
谷
鉾

玉
取
獅
子

函
谷
鉾

玉
取
獅
子

牡
丹
樹
、
鵲

稲
妻

長
刀
鉾

玉
取
獅
子

牡
丹
樹

放
下
鉾

玉
取
獅
子

雷
文

放
下
鉾

玉
取
獅
子
双
虎

鵲

放
下
鉾

玉
取
獅
子

雷
文

放
下
鉾

玉
取
獅
子

雷
文

放
下
鉾

玉
取
獅
子

牡
丹

月
鉾

図
様
不
明

月
鉾

以
上
二
九
点

(図
5
-
D
E
)

画
中
の
各
種
水
引
幕
は
、
い
ず
れ
も

一
枚
物
を
横
に
引
廻
し
て
い
る
。
そ
れ

は
風
を
は
ら
み
、
あ
る
い
は
自
ず
か
ら
の
重
み
で
た
わ
ん
で
見
え
る
の
は
、
裏

地
を
付
け
て
仕
立
て
ず
、
錦
地
や
緞
子
地
を
原
反
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
地
色
は
赤
、
緑
、
青
、
黄
、
白

の
五
色
。
図
柄
は
、
牡
丹
唐
草
、
団

花
に
瑞
雲
、
波

に
龍
、
五
ノ
目
華
文
、
雷
文
、
龍
の
丸
、
瑞
雲
に
唐
花
、
格
子
、

鳳
凰

に
牡
丹
等
を
、
金
入
錦
の
図
柄
は
多
様

に
描
き
分
け
て
、
し
か
も
繁
縟
に

陥
ら
な
い
。
こ
れ
も
実
物
を
あ
り
の
ま
ま
描
出
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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こ
の

「
祗
園
、
山
王
祭
礼
図
」
の
祗
園
会
で
は
、
毛
皮
の
使
用
例
は
鶏
鉾

の

網
隠
し
に
豹
皮
を

一
枚
、
船
鉾
の
舳

に
虎
皮
と
豹
皮
の
二
枚
を
描
く
の
み
で
あ

る
。
「月
次
祭
礼
図
」
の
よ
う
に
網
隠
し

に
六
枚
も
の
毛
皮
を
使
用
し
て
い
た

の
と
は
違

っ
て
、
古
様
を
残
し
な
が
ら
も
、

一
方
で
は
錦
繍

に
よ
る
懸
装
が
多

用
さ
れ
て
い
て
、
こ
う

い
う
と
こ
ろ
に
世

の
移
ろ
い
が
お
の
ず
と
あ
ら
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

画
中
の
裾
幕
は
、
藍
地

に
白
抜
き
の
波
紋
、
鶏
紋
、
丸
に
笹
紋
、
丸
に
鱗
文

と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
懸
装
を
目
的
と
し
て
紺
屋
が
染
め
た
も
の
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
孟
宗
山

の
裾
幕
に
風
抜
き
が
描
か
れ
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
地

白
で
な
く
と
も
こ
れ
は
幔
幕
の
転
用
と
見

る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

こ
の
屏
風
絵

の
作
者
は
、
風
俗
描
写
に
も
非
凡
な
腕
を
示
し
て
い
て
、
鉾
舞

台

の
囃
子
の
情
景
も
ま
た
優
れ
て
い
る
。

町
田
家
本
や
上
杉
家
本

の
洛
中
洛
外

図

(後
述
)

に
比
べ
る
と
鉾
舞
台
の
情
景

も
描
き
こ
む
に
充
分
な
空
間
を
確
保

し
、
金
烏
帽
子
の
羯
鼓
稚
児
が
ふ
た
り

一
緒
に
舞

っ
て
い
る
鉾
も
描
け
ば
、
ひ

と
り
は
休
息
し
て
群
衆
を
鉾
上
か
ら
な
が

め
て
い
る
鉾
も
描

い
て
い
る
。
鼓
は

二
丁
、
笛
が
二
管
、
締
太
鼓
が

一
丁
、
そ
し
て
新
し
く
撞
木

で
鉦
を
た
た
く
鉦

方
が
は
じ
め
て
こ
こ
に
登
場
す
る
。
赤
熊

を
被

っ
て
い
る
四
人
の
若
衆
以
外
は

鳥
帽
子
を
被

っ
て
い
な

い
。

こ
れ
も

「
月
次
祭
礼
図
」
と
は
異
な
り
、
古
様
を

残
し
な
が
ら
、
風
流
に
新
趣
向
の
採
用
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
画
中
の
情
景

で
あ
る
。

船
鉾
、
曳
山
の
岩
戸
山
、
鷹
山
に
は
囃
子
方
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

上
杉
家
本
に
い
た
る
ま
で
も
同
様
で
あ

っ
て
、
祗
園
囃
子
の
原
型
は
、
羯
鼓
稚

児
の
舞
を
主
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
船
鉾
や
岩
戸
山
、

観
音
山

に
囃
子
が
伴
う
の
は
い
つ
か
ら
の
こ
と
か
、
興
味
深
い
問
題
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
の

『祗
園
、
山
王
祭
礼
図
屏
風
』
の
祗
園
会
が
あ
ま

り
に
も
生
き
生
き
と
、
緻
密

に
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
思
わ
ず
事
こ
ま

か
に
所
見
を
述

べ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
私
は
こ
の
屏
風
絵
に

「絵
そ
ら
ご
と
」

と
言

い
捨
て
て
し
ま
え
ぬ
感
興
を
い
ま
も
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。
(図
4
1
A

B
C
)

大
永
年
間
頃
の
景
観
を
描

い
た
と
さ
れ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
甲
本

(旧

町
田
家
本
)
の
洛
中
洛
外
図
と
そ
の
三
十
数
年
後
、
天
文
年
間
末
か
ら
永
禄
に

か
け
て
の
景
観

に
よ
る
と
さ
れ
る
上
杉
家
本

の
洛
中
洛
外
図
は
、
基
準
作
と
し

て
、
い
ず
れ
も
重
要
至
極
で
は
あ
る
が
、

こ
と
祗
園
会

に
関
す
る
限
り
こ
の
二

屏
風
で
満
足
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
い
ず
れ
の
屏
風
も
祗
園
会
を
下
京

の

重
要
歳
事
と
し
て
取
り
扱
い
、
四
条
仮
橋
を
渡
る
神
幸
祭
の
武
者
風
流
と
神
輿

渡
御
。
四
条
通
り
か
ら
寺
町
を
南
向
し
松
原
を
西

へ
と
進
む
先
祭
の
山
鉾
を
描

い
て
い
る
が
、
上
杉
家
本
に
描
か
れ
て
い
る
山
鉾
は
町
田
家
本
よ
り
も
わ
ず
か

に
三
基
多

い
ば
か
り
で
あ
り
、
祭
の
描
き
方
に
両
者

の
間
に
格
別
の
変
化
も
認

め
ら
れ
な

い
。
歴
博
甲
本
が
静
け
さ
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
上

杉
家
本
は
ぎ
ら
ぎ
ら
と
し
て
熱
気
を
加
え
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
両
者
に
見
る
山

鉾
の
懸
装
方
法
も
基
本
は
同
じ
で
あ
る
。
個
条
書
き
で
示
せ
ば
、

一
、
網
隠
し
、
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B長 刀鉾 上杉家本
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山
洞
、
添
山
に
錦
地
を
使
用
し
て
い
る
か

に
描
か
れ
て
い
る
。
二
、
各
種
の
水

引
幕
は
錦
地
を
横
に
引
廻
す
。
三
、
鉾
の
胴
部
は
絨
毯
を
三
枚
立
継
ぎ
と
し
て

い
る
。
四
、
懸
装
品
の
文
様
表
現
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
本

「
祗
園
、
山
王

祭
礼
図
」
の
祗
園
会
の
そ
れ
に
比
し
て
概
念
的
で
あ
る
。
五
、
神
幸
祭

の
乗
牛

風
流
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
歴
博
甲
本
の
特
徴
と
し
て
目
に
留
ま
る
の
は
、

一
、
各
鉾
の
胴
懸
の
文
様
に
は
、
獅
子
、
団
花
、
牡
丹
の
ほ
か
に
龍
が
加
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
祗
園
社
の
神
が
龍
神

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
れ
と
同

時
に
、
中
国
系
絨
毯

の
主
文
様
、
朝
鮮
綴

の
複
雑
な
図
柄
か
ら
特
に
牡
丹
が
抜

き
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
、
蟷
螂
山
が
御
所
車
を
直
接
舁
い
で

い
る
。

上
杉
家
本
の
特
徴
と
し
て
目
に
留
る
の
は
、

一
、
鉾

の
胴
懸
は
中
国
系
絨
毯
と
見
え
、
そ
の
色
が
焦
茶

に
統

一
さ
れ
て
い

る
。

二
、
画
中
の
絨
毯
は
二
十
枚
を
数
え
る
が
主
文
様
の
表
現
は
旦
ハ体
性
を
欠
く
。

た
だ
し
そ
の
内

の
二
枚
は
、
梅
枝

に
小
鳥
と
い
う
朝
鮮
綴
の
図
柄

に
な

っ
て
い
る
。

三
、
東
向
す
る
山
鉾

の
背
面
に
見
送
り
を
描
き
、
函
谷
鉾
の
そ
れ
に
は
虎
皮

を
垂
ら
し
て
い
る
。

四
、
蟷
螂
山
の
御
所
車
が
山
舞
台

の
上

に
乗

っ
て
い
る
。

五
、
網
隠
し
は
二
種

の
錦
を
描

い
て
い
る
が
袈
裟

の
表
現
に
な

っ
て
い
な
い
。

六
、
鶏
鉾

の
後
懸
中
央

の
も
の
は
円
紋
を
伴
う
真

っ
赤
な
厚
手
布
に
表
現
し

て
い
る
。

こ
れ
を
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
と
比

べ
る
と
、
総
じ
て
新
し
い
こ
と
が
描
き

加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ

一
つ
だ
け
、
鶏
鉾
の
後
懸
け
に
真

っ
赤
な
厚
手
の

布
が
描

か
れ
て
い
る
の
は
重
要
な
新
事
実
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
赤

い
円
紋
を
伴
う
布
は
絨
毯
で
は
な
く
、
赤
地

の
綴
錦
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
文
様
構
成
は
中
央
に
円
紋
、
四
隅
が
四
分
の

一
の
円
弧
と
な

っ

て
お
り
、
現
存
の
占
出
山
蔵
、
円
紋
花
鳥
図
綴
の
見
送
り
と
同

一
構
図
で
あ
る

図7円 紋花鳥図綴錦、見送 ・占出山

 

ば
か
り
か
、
や
や
後
年
に
過
ぎ
る
記
述

で
あ
る
が
、
宝
暦
七
年

の
祗
園
御
霊
会

細
記
の
山
鉾
由
来
記
、
鶏
鉾

の
見
送
り
項
に
、
「
綴
錦
も
や
う
丸
輪
の
う
ち
に

奇
鳥
ニ
ツ
向

い
合
せ
其
外
諸
獣
あ
り
」、
と
あ
る
の
と

一
致
す
る
。
こ
の
種

の

裂
が
好
事
家

の
裂
帖
に
し
ば
し
ば
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
の
と
合
せ
考
え
れ
ば
、
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十
六
世
紀
中
頃
に
中
国
よ
り
輸
入
さ
れ
た
こ
の
種
の
赤
地
綴
錦
が
祗
園
会
に
初

登
場
し
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
の
描
写
も
貴
重
で
あ
る
。
(図
6
-
C
)

五

江
戸
絵
画
に
見
る
祗
園
会

△

勝
興
寺
本
洛
中
洛
外
図
の
懸
装
品

慶
長
八
年
築
城

の
二
条
城
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
勝
興
寺
本
の
右
双
に
描
く

祗
園
会
は
懸
装
品

の
実
体
に
ふ
れ
る
作
例

と
し
て
見
の
が
せ
な
い
。
室
町
通
り

を
四
条

に
向
か
う
菊
水
鉾
、
四
条
を
東
向

す
る
傘
鉾
、
油
天
神
山
、
蟷
螂
山
、

寺
町
を
南
下
す
る
白
楽
天
山
と
月
鉾
、
松
原
を
西
向
す
る
長
刀
鉾
の
七
基
に
よ

る
先
祭
巡
行

の
情
景
、
左
双
に
は
二
条
城
前
を
通
過
す
る
還
幸
祭

の
情
景
が
描

か
れ
る
。

(図
8
1
A
B
)

風
俗
画
と
し
て
の
特
徴
は
次

の
点
に
あ
る
。

一
、
裃
姿
の
音
頭
取
が

一
人
、
白
扇
と
笹
を
か
ざ
し
て
曳
子
を
指
揮
し
て
い

る
。

二
、
鉾

の
後
に
牛
に
曳
か
せ
た
大

八
車
が
続
き
、
そ
れ
に
は
梯
子
と
臼
が
積

ん
で
あ
る
。

三
、
雑
色
が
幔
幕
文
様

の
素
襖
を
着

て
い
る
。

こ
の
三

つ
は
勝
興
寺
本
が
示
す
祗
園
会

の
新
し

い
風
俗
で
あ
る
。

画
中

の
山
鉾
懸
装
品
に
つ
い
て
の
特
徴

は
、

一
、
舁
山
二
基
に
山
洞
と
添
山
も
描
か
れ
て
古
様
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の

懸
装
は
観
念
的

で
繁
縟
に
す
ぎ
る
。

図8勝 興寺本洛中洛外図A菊 水鉾B月 鉾
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二
、
網
隠
し
に
緋
羅
紗
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

三
、
欄
縁
が
使
わ
れ
て
い
る
。

右
の
二
、
三
項
は
江
戸
初
期
の
洛
中
洛
外
図
に
お
け
る
こ
れ
が
最
初
の
事
例

で
あ
る
。

四
、
鉾

の
胴
懸
は
二
枚
立
継
ぎ
で
そ
の
図
柄
は
朝
鮮
綴
の
主
文
様
を
的
確

に

ツ
ガ
イ

描
写
し
て
お
り
、
菊
水
鉾

の
胴
懸

は
番

の
鶴
、
牡
丹
と
霞
取
と
と
も
に
、

江
戸
初
期
の
朝
鮮
綴
の
よ
く
整
頓

さ
れ
た
図
柄
に
な

っ
て
い
る
。
番
の

鶴

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
実
際

は
鳳
凰
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
朝
鮮
綴
の
胴
懸
を
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
再
現
描
写
し
て
い
る
の
は
特

筆
に
値
す
る
。

図9古 様朝鮮綴 ・鳳凰、 月、牡丹 図後懸 ・鶏鉾

寛永15年 銘

五
、
月
鉾
の
欄
縁
下
の
水
引
が
龍
文
様

に
な

っ
て
い
る
の
は
、
山
鉾
に
使
う

懸
装
染
織
品
に
こ
の
文
様
が
初
登
場
す
る
事
例

で
あ
る
。

図
9
は
寛
永
十
五
年

(
エ
ハ
一二
八
)
在
銘

の
鶏
鉾

に
現
存
す
る
朝
鮮
綴

で
あ

る
。
裏
面

に
は

「寛
永
拾
五
年
六
月
二
日

寄
進

鹿
増
宗
茂

鶏
鉾
町
三
枚

内
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
鹿
増
宗
茂
は
鶏
鉾
町
定
法
度

(文
禄
五
年
よ
り
寛

永
十
五
年
に
い
た
る
)
の
寛
永
十
年

(
一
六
三
三
)
の
記
事

に
自
署
花
押
し
て

い
る
人
物
で
あ
り
、
鶏
鉾
町
在
住
者
が
朝
鮮
綴
を

一
根
立
し
た
こ
と
の
明
白
な

証
拠
で
あ
る
。
現
存
す
る
の
は
こ
の
う
ち
の
二
枚
で
図
柄
は
、
鳳
凰

に
月
、
牡

丹
を
主
文
様
に
、
蝶
、
霊
芝
、
鵲
に
菟
。
鳳
凰
に
日
輪
、
牡
丹
、
蝶
、
梅
樹
で
、

赤
と
白
、
焦
茶
、
藍
に
大
き
く
霞
取
に
織
分
け
ら
れ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た

よ
う
に
鳳
凰
が
勝
興
寺
本
で
は
鶴
に
変

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
現
存
の
こ
の
綴

と
画
中
の
綴

の
構
図
は
類
似
を
越
え
て
い
る
。
描
か
れ
た
の
は
ま
さ
に
挿
図

に

示
し
た
朝
鮮
綴
そ
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本

「祗
園
、
山
王

祭
礼
図
」

の
網
隠
し
に
垂
れ
懸
け
ら
れ
た
錦
地

の
袈
裟
。
胴
懸
の
中
国
系
絨
毯

と
同
様
に
、
勝
興
寺
本

「洛
中
洛
外
図
」
の
胴
懸
の
朝
鮮
綴
は
、
最
も
忠
実

に

懸
装
染
織
品
を
表
現
し
た
絵
画
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
(図
9
)

室
町
中
後
期
か
ら
江
戸
初
期

に
か
け
て
は
、
ペ
ル
シ
ャ
や
イ
ン
ド

の
真

っ
赤

な
絨
毯
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
期
の
山
鉾
懸
装
品
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

勘
合
船
、
朱
印
船
、
対
馬
の
歳
遣
船
、
私
貿
易
船
に
よ
る
輸
入
品
か
、
あ
る
い

は
朝
鮮
使
節

の
献
上
品
の
な
か
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
中
国
系
絨
毯
、
朝
鮮
綴
、

錦
の
反
物
、
古
袈
裟
な
の
で
あ
る
。
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当
時
の
日
中
、
日
朝
交
易
品
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
が
購
入
記
録
、

献
上
目
録
を
伴

っ
た
第

一
次
資
料
と
し
て
世
に
出
る
こ
と
を
切
望
す
る
、
と
私

は
先
に
記
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
私
が
交
易
の

一
斑
を
う
か
が
う
に
活

用
し
た
の
は
、
室
町
期
お
よ
び
江
戸
初
期

の
絵
画
資
料
、
購
入
新
調
記
録
を
伴

わ
な
い
現
存

の
古
様
中
国
系
絨
毯
、
朝
鮮

綴
と
い
う
伝
承
名
を
伝
え
る
品
々
の

う
ち
、
放
下
鉾

に
現
存
す
る

「拝
対
馬
」

と
墨
書
銘

の
あ
る
も
の
な
ど
に
す
ぎ

な
い
。
補
助
的
な
絵
画
資
料
と
し
て
は
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

「江
戸
図

屏
風
」
が
あ
る
。

図10江 戸図屏風 ・朝鮮通信使献上品

歴史民族博物館本

 

そ
の
第

=
扇
中
ほ
ど
、
江
戸
城
本
丸
近
く
に
、
龍
文
様
の
形
名
旗
と
清
道
旗

の
林
立
す
る
そ
ば
に
、
朝
鮮
通
信
使
が
将

軍

へ
の
献
上
品
を
六
台

の
献
物
台
に

並

べ
て
い
る
情
景
が
認
め
ら
れ
る
。

(図

10
)
そ
の

一
台
に
は
赤
色
厚
手

の
敷

物
が
積
ま
れ
て
お
り
、
虎
皮
の
重
ね
が

一
台
あ

っ
た
り
、
豹
皮
ら
し
い
も
の
の

上
に
灰
地
に
斑
紋
の
あ
る
毛
皮
を
重
ね
た
も
の
が
あ

っ
た
り
す
る
。
色
と
り
ど

り
の
錦
地
の
反
物
二
十
ば
か
り
が
献
上
台

二
つ
を
占
め
て
い
る
。
陶
磁
器
の
瓶

子
や
青
銅
の
注
器
、
赤
漆

の
大
台
子
も
見
え
る
。

一
人
の
使
者
が
持

っ
て
い
る

の
は
大
香
炉
な
の
だ
ろ
う
か
。
献
上
品

の
赤
地
の
敷
物
は
、
厚
手
で
波
う

つ
よ

う
に
描
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
絨
毯
あ
る
い
は
毛
綴
、

い
わ
ゆ
る
朝
鮮
毛
綴
に

間
違

い
な
か
ろ
う
。
こ
の
赤
は
茜
か
紅
か
蘇
芳
で
染
め
た
赤
で
あ

っ
て
、
数
百

年
を
経
た
現
存
の
そ
れ
は
、
完
全
に
退
色
し
て
、
べ
ー
ジ

ュ
あ
る
い
は
薄
橙
色

の
退
紅
色

に
な

っ
て
い
る
。
毛

は
比
較
的
に
染
着
性
が
良

い
か
ら
、
当
初

は

「江
戸
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た
敷
物
の
ご
と
く
真

っ
赤
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
毛
を
素
材
に
し
た
敷
物
は
朝
鮮
半
島
に
も
存
在

し
、
そ
れ
が
日
本
に
渡
来
し
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な

い
だ
ろ
う
。
勝
興
寺
本

の
作
者
は
そ
れ
を
知

っ
て
か
知
ら
ず
し
て
か
、
山
鉾
風
流
に
用
い
ら
れ
た
こ
の

種
の
渡
来
品
に
着
目
し
て
描
き
残
し
て
く
れ
た
。
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

こ
の
屏
風
を
よ
く
見
る
と
菊
水
鉾
の
欄
縁
下
の
水
引
も
色
彩
豊
か
で
、
金
地

の

朱
格
子
に
牡
丹
と
四
弁
花
も
美
し
い
。
こ
れ
は
金
入
錦
織
の
高
級
反
物
が
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
勝
興
寺
本
以
後

の
洛
中
洛
外
図
や
祗
園
祭

礼
図
は
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
概
念
図
に
過
ぎ

て
資
料
価
値

に
と
ぼ
し
い

も
の
が
多

い
の
は
残
念
で
あ
る
。
粉
本

に
頼
ら
ず
に
作
者
そ
の
人
の
目
で
描

い

て
く
れ
れ
ば
と
階
し
ま
れ
て
な
ら
な

い
。

寛
永
十
六
年

(
一
六
一二
九
)
以
降
し
ば
し
ば
鎖
国
令
を
発
布
す
る
徳
川
政
権
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も
、
交
易
の
と
だ
え
る
こ
と
を
望
ん
だ

の
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
や
中
国
に
は

む
し
ろ
積
極
的

に
交
易
を
求
め
た
。
日
朝

交
易
も
対
馬
藩
宗
家
を
通
じ
て
白
絲

ハ

モ
ノ

や
絹
生
地
を
主
品
目
に
錦
地
等
の
端
物

の
輸
入
を
行
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
勝

興
寺
本
に
は
鉾

の
網
隠
し
に
赤
羅
紗
11
猩

々
緋
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は

す
で
に
記
し
た
が
、
こ
れ
を
初
め
と
し
て
懸
装
品
に
羅
紗
の
使
用
は
急
増
し
た

で
あ
ろ
う
か
。

図11祗 園祭礼図 ・部分図 八幡山本

△

八
幡
山
本
祗
園
祭
礼
図

カ
イ

ホ
ウ

明
暦
年
間

(
一
六
五
〇
年
代
)
に
海
北
友
雪
に
よ

っ
て
描

か
れ
た
と

い
う
祗

園
祭
礼
図
に
は
、
四
条
寺
町
を
祗
園
社

へ
向

か
う
還
幸
祭
の
行
粧
と
三
条
通
り

を
東

へ
向
か
う
橋
弁
慶
山
を
先
頭
に
凱
旋
船
鉾
ま
で
後
祭
全
山
鉾

の
巡
行
の
情

景
が
描
か
れ
て
い
る
。

(図
11
)

こ
の
祭
礼
図
に
見
ら
れ
る
山
鉾
の
特
徴
は
、

一
、
山
洞

(添
山
は
無
く
な

っ
て
い
る
)
に
は
す
べ
て
赤
羅
紗

11
猩
々
緋
と

思
わ
れ
る
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

二
、
山

の
懸
装
方
法
が
水
引
四
段
を
横
に
引
廻
し
て
い
る
山
と
、
欄
縁
下
の

水
引

の
み
横
引
廻
し
と
し
て
、
そ
の
下
を
三
本
立
継
ぎ
と
し
て
い
る
山

と
が
入
り
ま
じ

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
多
種
類
の
懸
装
染
織
品
の
入
手
が

可
能
と
な

っ
た
た
め
か
、
舁
山
の
懸
装
方
法
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
事

を
う
か
が
わ
せ
る
。

八
幡
山
本
の
水
引
や
胴
懸
の
文
様
や
色
彩
は
、
は
で
や
か
で
は
あ
る
が
、
そ

の
表
情
は
板
に
張
り
付
け
た
よ
う
に
堅
く
、
織
布
の
感
じ
に
乏
し

い
。
は
た
し

て
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
文
様
の
錦
を
、
実
際

に
使

っ
て
い
た
か
ど
う

か
は
、
は
な
は
だ
疑
わ
し

い
。
山
洞
す

べ
て
に
猩
々
緋
ら
し
い
も
の
を
使

っ
て

い
る
と
先
に
は
記
し
た
が
、
こ
れ
も
第

一
次
資
料
に
基
づ
く
確
認
が
必
要
と
さ

れ
よ
う
。
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六

山
鉾
町
伝
来
文
書
等
を
読
む

幸

い
な
こ
と
に
十
七
世
紀
末
か
ら
、
懸
装
品
の
新
調
記
録
が
各
山
鉾
町
で
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
有
文
書
と

し
て
残

っ
た
。
も

っ
と
も
そ
の
多
く

は
、
宝
永
四
年

(
一
七
〇
七
)
の
大
火
以
後
の
文
書

で
あ
る
。

長
刀
鉾
町

の
道
具
拵
覚
帳
に
、
貞
享

元
年

(
=
ハ
八
四
)
木
綿
三
匹
を
購
入

し
、
茜
で
赤
に
染
上
げ
網
隠
し
を
新
調
し
た
由

の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
値
、
銀

七
拾
八
匁
四
分
五
厘
で
あ

っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
元
禄
十
五

年

(
一
七
〇
二
)
の
見
送
り
新
調

に
伴

い
、
そ
の
縁
を
猩
々
緋
と
す
る

べ
く
、

巾
六
尺
三
寸
、
長
さ
二
尺
の
赤
羅
紗
裂
を
、
銀
三
百
三
拾
四
匁
で
購
入
し
た
こ

と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
赤
羅
紗
は
こ
の
よ
う
に
随
分
高
価
な
も
の
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
例
と
し
て
、
鈴
鹿
山
に
は
正
徳

二
年

(
一
七

一
二
)

よ
り

の
再
興
奇

進
録

が
伝

わ
り
、
そ

の
正
徳

三
年

(
一
七

=
二
)
の
項

に

「猩
々
緋
ほ
ら
幕
拵
申
候
」
と
あ
り
、
そ

の
値
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の

時

の
墨
書
銘
の
あ
る
猩
々
緋
洞
幕
は
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
事
例
よ
り
し
て
赤
羅
紗

の
輸
入
の
時
期
と
祗
園
会
で
の
使
用
年
と
は

一
致
し

な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
北
観
音
山
文
書

に
は
、
享
保
二
十
年

(
一
七

三
五
)
胴
懸
用
の
五
色
羅
紗
幕
四
面
を
白

銀
六
枚
で
新
調
し

(三
井
三
郎
助
寄

進
)
雨
降
用
と
し
た
と
記
録
が
あ
り
、
こ

の
五
色
羅
紗
幕
は
今
も
使
用
し
得
る

状
態
で
保
管
し
て
い
る
。
元
文
四
年

(
一
七
三
九
)、
占
出
山
は
猩
々
緋

に
波

に

鮎

の
刺
繍
を
施
し
水
引
幕
を
新
調
し
て
い
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
宝
暦
年
間
に
か

け
て
、
羅
紗
の
使
用

の
普
及
を
見
た
の
で
あ

っ
た
。
以
上
は
山
鉾
町
文
書
で
確

め
得
た
羅
紗
使
用
の

一
端
で
あ
る
。

唐
蛮
貨
物
帳
に
は
、
宝
永
六
年
か
ら
正
徳
四
年

に
か
け
て
、
長
崎
に
荷
上
げ

さ
れ
た
、
唐
船
、
阿
蘭
陀
船
の
積
荷

の
す

べ
て
に
つ
い
て
、
品
種
、
数
量
、
長

崎
出
し
の
価
、
が
正
確

に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
と
山
鉾
町
文
書
お
よ

び
現
存
品
を
合
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
当
時
の
山
鉾
風
流
に
使
わ
れ
た
染
織
品
の

実
態
を
知
る
手
が
か
り
は
少
な
く
な
か
ろ
う
。

加
え
て
宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
に
刊
行
さ
れ
た

『祗
園
御
霊
会
細
記
』
が

あ
る
。

こ
の
祗
園
会
案
内
手
引
書
は
婦
女
子
、
児
童
に
も
わ
か
る
よ
う
心
が
け

た
由
を
記
し
て
い
る
ほ
ど
細
心
を
極
め
た
良
著

で
あ

っ
て
、
当
時
の
祗
園
会
を

知
る
の
に
役
立

つ
こ
と

一
通
り
で
は
な

い
。
更
に
加
え
れ
ば
こ
の
本
を
増
補
し

た
の
が
、
文
化
十

一
年
に
筆
写
本
で
出
さ
れ
た

『増
補
祗
園
会
細
記
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
文
政
五
年
再
版

の

『平
安
人
物
志
』、
天
文
暦
等
の
項

に
名
を
連
ね
る

役
行
者
山
町
住
人
、
藤
田
吉
右
衛
門
貞
栄

の
労
作
で
あ
り
、
江
戸
後
期
、
祗
園

会
山
鉾
装
飾
が
最
も
充
実
し
た
時
の
実
態

の
解
説
書
で
あ
る
。
(図
12
1
A
B
)

お
わ
り

に

祗
園
会
の
懸
装
染
織
品
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
る
解
説
は
多
数
あ
る
け
れ

ど
も
、
山
鉾
町
に
遺
存
す
る
町
文
書
の
精
査
、
町
有
土
蔵
の
隅
ず
み
ま
で
の
調

査

に
基
づ
く
解
説
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
従
来
の
も
の
と
は
異
る
で

あ
ろ
う
。
私
は
昭
和
六
十

一
年
よ
り
平
成
四
年
に
か
け
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
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丶

'

図12祗 園御霊会細記 山鉾図解A鶏 鉾B役 行者山

美
術
館

の
染
織
品
保
存
部
長
、
梶
谷
宣
子
氏
、
イ
ス
ラ
ム
美
術
部
長
ダ

ニ
エ

ル

・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
等
と
協
同
し
て
継
続
調
査
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
結
果
は

「祗
園
祭
山
鉾
懸
装
品
調
査
報
告
書
」
(渡
来
染
織
品
の
部
)
と
し
て
刊
行
で
き

た
。
新
た
な

一
粒

の
解
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
そ
れ
と
は
別
に
、
染
織
史
の
編

年
的
興
味
か
ら
で
は
な
く
て
、
祗
園
祭
の
山
鉾
町
先
住
者
達
が
、
い
つ
、
何
を
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
山
鉾
の
か
ざ
り
に
選
び
使
用
し
た
か
と
い
う
、
山
鉾
風
流

の
内
容
に

一
歩
踏
み
こ
む

つ
も
り
で
、
本
稿
を
試
み
た
。

(平
成
五
年
四
月
)

注(1
)

高
原
美
忠

『八
坂
神
社
』
九
四
頁

(2
)

松
前

健

「祗
園
社
の
祭
神
」
『京
の
社
』

一
二
九
頁

(3
)

祗
園
祭
編
集
委
員
会
編

「略
年
譜
」
『祗
園
祭
』
巻
末

(4
)

六
角
町
文
書

「観
音
山
道
具
預
帳
」
付
込

(5
)

川
島
元
次
郎

「勘
合
符
」
『徳
川
初
期
の
海
外
貿
易
家
』

一
四
頁

(6
)

姜

在
彦

「室
町

・
江
戸
時
代
の
善
隣
関
係
」
『朝
鮮
通
信
使
絵
図
集
成
』

一
二
七
頁
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祗園会 と渡来懸装染織品

品
種
別
渡
来
懸
装
染
織
品

一
覧

一
、

中
国
綴
錦

新
調
年

主
要
図
様

懸
装
品
所
蔵
名

製
作
期

元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)

丸
紋
に
花
鳥
図

見
送

占
出
山

17
C
中

元
禄
+
三
年
(
一
七
〇
〇
)

享

嬉
遊
図

見
送

里
{主
山

糎

中

享
保
十
三
年
(
一
七
二
八
)

中
国
故
事
人
物
図

胴
懸

鈴
鹿
山

18
C
初

寛
保
元
年

(
一
七
四

一
)

金
地
百
子
嬉
遊
図

見
送

北
観
音
山

宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
以
前

龍
文
様
官
服
直
し

見
送

太
子
山

17
C
後

〃

〃

〃

〃

波
濤
龍
宝
尽
し
図

見
送

山
伏
山

17
C
前

〃

〃

〃

〃

百
子
嬉
遊
図

見
送

放
下
鉾

17
C
中

〃

〃

〃

〃

波
濤
龍
官
服
直
し

後
懸

役
行
者
山

18
C
前

〃

〃

〃

〃

岩
に
牡
丹
と
蝶
図

前
懸

役
行
者
山

17
C
前

〃

〃

〃

〃

礁

と
あ
っ
て
図
様

見
送

菊
水
鉾

〃

〃

〃

〃

百
子
嬉
遊
図

見
送

油
天
神
山

宝
暦
十
四
年
(
一
七
六
四
)

鳳
凰
に
牡
丹
図

見
送

黒
主
山

17
C
中

明
和
七
年

(
一
七
七
〇
)

婦
女
嬉
遊
図

見
送

役
行
者
山

17
C
前

安
永
七
年

(
一
七
七
八
)

龍
文
様
椅
子
覆

前
懸

船
鉾

17
C
前

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)

牡
丹
唐
草
図

水
引

北
観
音
山

17
C
初

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)

龍
文
様
椅
子
覆

前
懸

役
行
者
山

17
C
前

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)

婦
女
嬉
遊
図

見
送

八
幡
山

17
C
中

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)

婦
女
嬉
遊
図

前
懸

郭
巨
山

18
C

文
化
四
年

(
一
八
〇
七
)

百
子
嬉
遊
図

見
送

北
観
音
山

17
C
中

文
化
十
三
年
(
一
八

一
六
)

波
濤
龍
官
服
直
し

見
送

鈴
鹿
山

18
C
中

文
化
十
四
年
(
一
八

一
七
)

波
濤
龍
官
服
直
し

前
懸

黒
主
山

16
C
中

文
政
七
年

(
一
八
二
四
)

雲
龍
波
濤
図

見
送

南
観
音
山

18
C
前

文
政
十
年

(
一
八
二
七
)

波
濤
龍
官
服
直
し

前
懸

橋
弁
慶
山

18
C
前

天
保
十
二
年
(
一
八
四

一
)

波
濤
龍
官
服
直
し

見
送

菊
水
鉾

18
C

元
治
二
年

(
一
八
六
五
)

百
子
嬉
遊
図

見
送

白
楽
天
山

17
C
中

昭
和
六
十

一
年
(
一
九
八
六
)

百
子
嬉
遊
図

見
送

北
観
音
山

17
C
中

(注
)宝
暦
七
年
以
降
は
新
調
年
の
確
実
な
も
の
だ
け
を
記
し
た
。
不
明
の
も
の
は
六

点
を
数
え
る
。

一
一
、

享
保
三
年

寛
政
五
年

欧
州
の
タ
ピ
ス
ト
リ
ー
(毛
綴
錦
)

(
一
七

一
八
)

(
一
七

九

三

)

文
化
十
二
年
(
一
八

一
五
)

文
政
元
年

(
一
八

一
八
)

万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)

旧
約

聖
書

、

イ

サ

ク

に
水

を
供

す

る
り

ベ

カ

・
タ

ピ

ス

ト
リ

ー

「
イ

ー

リ

ヤ

ス
」

ト

ロ
イ

ア
戦

争

物

語

ア

ポ

ロ
ン
像

を

礼
拝

す

る
プ

リ

モ

ア

ス
と

カ

ベ
ー

「イ
ー
リ
ヤ

ス
」
ト

ロ
イ
ア
戦
争
物
語

出
陣
す
る
ヘ
ク
ト
ー

ル
の
妻
子
と
の
別
れ

「イ
ー
リ
ヤ

ス
」
ト

ロ
イ
ア
戦
争
物
語

タ
ピ
ス
ト
リ
ー
周
縁

額「イ
ー
リ
ヤ

ス
」
ト

ロ
イ
ア
戦
争
物
語

陥
落
し
た
ト
ロ
イ
ァ

か
ら
脱
出
す
る
ア
イ

ネ
イ
ア
ー
ス
部
分

(図

14
)

前
懸

函
谷
鉾

16
C
中

見
送

前
懸

鯉
山

胴
懸

見
送

鶏
鉾

16
C

後

16
C

後

前
懸

霰
天
神
山

16
C
後

前
懸

白
楽
天
山

16
C
後
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図14旧 訳聖 書イサク に水 を供 する りベ カタ ピス

リー、 前懸、函谷鉾

図13百 子嬉遊図綴錦、見送、黒主 山

図16エ ジィプ ト風景欧州織絨毯 、胴 懸、浄妙山

図15変 斜格子花文様 イ ン ド絨毯、

胴懸、岩戸 山
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祗園会 と渡来懸装染織品

三
、

絨

毯

慶

安

三
年

(
一
六

五

〇

)

貞

享

三
年

(
一
六

八
六

)
以

前

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

延
享
元
年
(
一
七
四
四
)以
前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

元
文
五
年

(
一
七
四
〇
)

元
文
五
年

(
一
七
四
〇
)

元
文
五
年

(
一
七
四
〇
)

寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)

宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)

宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
)

宝
暦
四
年

(
一
七
五
四
)

宝
暦
七
年

(
一
七
五
七
)
以
前

中
東
連
花
葉
文
様

ラ
ホ
ー
ル
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

ラ
ホ
ー
ル
絨
毯

中
東
連
花
瑞
雲
文
様

イ
ン
ド
ペ
ル
シ
ャ
絨

毯イ
ン
ド
模
織
絨
毯

中
東
連
花
鋸
葉
文
様

変
斜
格
子
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

変
斜
格
子
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
ペ
ル
シ
ャ
絨

毯中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

斜
格
子
草
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

メ
ダ
リ
オ
ン
、
中
東

連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
模
織
絨
毯

マ
ム
ル
ク
朝

曼
荼
羅

文
様

イ
ン
ド
模
織
絨
毯

前
懸

函
谷
鉾

17
C
前

前
懸

長
刀
鉾

17
C
中

後
懸

長
刀
鉾

17
C
中

前
懸

放
下
鉾

17
C
後

後
懸

放
下
鉾

17
C
後

(図

15
)

胴
懸

岩
戸
山

18
C
初

胴
懸

岩
戸
山

18
C
初

後
懸

山石
戸
山

18
C
前

胴
懸

放
下
鉾

17
C
前

胴
懸

北
観
音
山

18
C
前

胴
懸

北
観
音
山

18
C
前

前
懸

放
下
鉾

17
C
後

前
懸

北
観
音
山

17
C
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

〃

〃

〃

〃

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

宝
暦
十
三
年

(
一
七
六
三
)

安
永
二
年

(
一
七
七
三
)

安
永
二
年

(
一
七
七
三
)

寛
政
三
年

(
一
七
九

一
)

寛
政
三
年

(
一
七
九

一
)

メ
ダ
リ
オ
ン
中
東
連

花
葉
文
様

イ
ン
ド
模
織
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
葉

ヘ
ラ
ッ
ト
絨
毯

メ
ダ
リ
オ
ン
中
東
連

花
葉
文
様

ラ
ホ
ー
ル
絨
毯

唐
花
縁
猩
々
緋

唐
花

一
枚
そ
の
他
な

し〃中
東
瑞
鳥
連
花
葉
文

様ヘ
ラ
ッ
ト
絨
毯

花
氈
阿
蘭
陀
物

び
ろ
う
ど
の
ご
と
し

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

幾
何
菱
文
様

ア
ナ
ト
リ
ア
絨
毯

中
東
連
花
鉾
先
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

八
ツ
星
メ
ダ
リ
オ
ン

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

八
ツ
星
メ
ダ
リ
オ
ン

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

後
懸

鶏

鉾

17
C
後

前
懸

鶏

鉾

前
懸

月

鉾

17
C
前

前
懸

菊
水
鉾

胴
懸

菊
水
鉾

胴
懸

菊
水
鉾

胴
懸

鶏

鉾

17
C
前

前
懸

鷹

山

胴
懸

月

鉾

18
C
前

胴
懸

月

鉾

18
C
前

胴
懸

放
下
鉾

18
C
中

後
懸

函
谷
鉾

17
C
後

胴
懸

函
谷
鉾

18
C
前

後
懸

北
観
音
山

17
C
末

前
懸

北
観
音
山

17
C
末
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寛

政

五

年

(
一
七

九

三

)
以

前

〃

〃

〃

〃

文

化

十

一
年

(
一
八

一
四

)
以

前

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

文
政
元
年

(
一
八

一
八
)

天
保
十
二
年
(
一
八
四

一
)

天
保
十
二
年
(
一
八
四

一
)

四
、

欧
州
の
織
絨
毯

天
保
三
年

(
一
八
三
二
)

天
保
三
年

(
一
八
三
二
)

天
保
三
年

(
一
八
三
二
)

天
保
三
年

(
一
八
三
二
)

安
政
二
年

(
一
八
五
五
)

安
政
二
年

(
一
八
五
五
)

安
政
六
年

(
一
八
五
九
)

五

、

中
国
錦
織

大
斜
格
子
草
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

大
斜
格
子
草
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

斜
葉
格
子
草
花
文
様

イ
ン
ド
絨
毯

中
東
連
花
葉
金
銀
糸

入ポ
ロ
ネ
ー
ズ
絨
毯

三
連
メ
ダ
リ
オ
ン

カ
ザ
フ
絨
毯

星
に
鉤
菱
文
様

カ
ザ
フ
絨
毯

エ
ジ
プ
ト
風
景
図

エ
ジ
プ
ト
風
景
図

室
内
洋
犬
図

狩
猟
風
景
図

バ
ラ
文
様

メ
ダ
リ
オ
ン
格
子

花
輪
散
し
文
様

中
東
幾
何
文
様

胴
懸

鶏

鉾

胴
懸

鶏

鉾

胴
懸

南
観
音
山

胴
懸

南
観
音
山

後
懸

南
観
音
山

前
懸

南
観
音
山

胴
懸

油
天
神
山

胴
懸

油
天
神
山

胴
懸

浄
妙
山

胴
懸

浄
妙
山

前
懸

浄
妙
山

後
懸

浄
妙
山

水
引

北
観
音
山

水
引

北
観
音
山
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図18紺 地 丸龍 朝鮮 錦、水引、岩戸山

図17慶 寿詩八仙人 図錦織 、見送、八幡 山

図19花 飾立湧文様欧州錦、胴懸 、芦 刈山

図20紺 地波涛龍蝦夷錦、前懸 、油天神 山
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図21波 涛に鳥胸背、水引部分、保 昌山

図24円 紋 に花畳 印度 更紗、見送、南観晋 山 図22鳳 凰牡丹 図中国刺繍、見送 、孟 宗山

図23孔 雀 に幻想花樹 印度刺繍、胴懸、太子 山
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図25赤 地花文様欧州捺染 、水 引、月鉾

図26蓮 来山に花 瓶朝鮮綴、胴懸、函谷 鉾

図27金 入龍牡丹 文様天鳶絨、見送裏、鯉 山
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